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　麟麟に講ききれなかったことを補達しておく。

というの1ま，あの8聖算1縫の石灘報叢壷と板元1こよる

21貸1の講漢は，雲容的には非常に充実した問題握起

を含んでお警，このあと取馨、擦デるそ瀬による生

活綴方実践を励ますための総犠縫な講演r恵郷の

教毒と生活綴方一遇ぎたこと，いまのこと・あれ

これま｛第2報告という。ぎ人礫・生活・　　　量7号

鱗1叡／では，援ってない電嚢な難題が取箸ヒげら

れているからである．

　すでに表号でおおよその灘題の輪馨を撤しておい

たが，影どもが欝鯵なくなっている状溌が，多露納

に分極されてお謬，あえて整達すると①教麟の新教

霧の鶴曇嚢が1王遼され，　避どもが「轟濃達に書謬る

環境が破壊されつつあるとい灘無題②畢ども言揚

の職如しきれないなかで．擁題が疑えず講くべ

き瞬容が希薄1こなっているという鐸1遜，③たとえ震

いたとしても，霧かれたことが「野ども壱つかむf

には不十分な表醗、内容になっているという難題，

④霧かれた1超容をしっか離受けとめるには子どもと

聾贔の発方を変える必要があること，などであった。

今醸補達すべきは，その縷題麺握の中身の補充とと

もに，それが次のステップにどういう愚昧を持った

のかという分街である。

　まず，と鞭わけ坂元講演では．2織の内容に懸然

戴複があるものの，講点については二つをトータ

ルでとらえることで全捧が控握できると思われる

ほど、綴鯵とげられた内容になっているので，薦

簸の紹介ではあま鱗こ簡離すぎたことになる。

④子どもの重重翻と教育実践の二重の課題

　坂1滝第璽講演1こは，次のような箇所があるが，こ

こにいわばキーワー総が承されている。

　r今1－1の教霧実践を私たちが考える場合，一｛奉韓

を中心に見ていかなくてはならないか，という幾

題が議てきます。麟論難いうと私たちは教奮実践

で二重の任務を象っているということになるだろ

うと悪います。・…ぴとつは，華どもの発達のひ

とつひとつの段葬讐華こ嶺癒しい末羅墨嚢警な電荷を■影ど

もに毒負わせるということ，もう一一つは，そのな

かで．鍍にふ鯵かかっってきている舞人羅な藁蕎

の本質をわからせそれから，それを乗鯵超えてい

く魔遷しをわからせるということです。封

　この磯灘籔漸毒こは誤字もあるので，講きi聾しが

旛された醗代の子どもと生活綴方毒の方で鍬下

の弓疑麗をおこなうことにする鼎

　蟻～荒は、妻導き蘇！した方の議舞文では新人馨1魏なも

のを取讐漢すため1潟という議題をつ1ナ，まず，

作愚の表競の志麟牲（寛場／や蓼ア甚ナテイが弱い

ことを捲嫡する。次に，そうした霞巳表理の弱さ

の投金麟基盤を分新してみせたあと，さきほどの

ような糞容の簾所が鐵てくるのである。

　それに毫る藩畢隷分の妄断を示しておく．

　綴撃方の鯵として罫私は13が悪い3と「ガラス

割駆の誓三贔鍍評をして．f今霞の綴方の大鷺鶴藝

藤の弱さは．こうした作蕪に象機されるように，

なによりも，身捧と感精の志露盤と理実認識の弱

さの櫻乗としてあらわれている。そして，身棒・

感精華こおける葱爽牲の弱さは，蒼嚢と表醗のダめ

んどうくささ」もいちじるしい繧霧として，また

玉無実認識の雛馨さは．　ものこrとをあ蓼のままに難、る

鰻の弱さ，あ参のま豪に表現できない弱さとして

あらわれている。しかし，さらに，重大なことは、

さきの｛乍轟蘇こも見られるように、こうした幾美麩を

している子どもたちが，すでにギ人縫惣なもの達
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からの錬外，人間的な関係の燐警裂かれを経験し

鎗めているという事実である。しかも，子どもは，

その罪人瞬麹な重みを感ずることなく，事懸に巻

き込まれつつあるのだ。轡と，捲摘する。

　ξ今欝，子どもの欝己表現の弱さをひきおこし

　ている一連の事実と，それにもかかわらず彼の

　うえに葬人糞離におおいかぶさってきている縫

　会的理実とはひとつにつながっている。それは

　子どもを，その発達段惣こふさわしいかたちで，

　自立させないまま，いっきょに，現代縫会の葬

　人懸的な矛燐へと，つきおとしていく葬精なま

　での事態である。…県子どもは発達にふさわし

　い人麗麹重荷をていねいに背負わされ，られない

　まま育てられ，一一気に舞人懸麟な灘孫跨なかに

　投げこまれていく。重荷を人聡離に背負うとい

　う，子どもの人瞬形成にとって不毎欠の条件が，

　そこではいずれもかたちを変えてうばわれてい

　るのだ。・一づ31

　夢子どもは人糞麹な叢荷を大鷺縫孫をとおして

　身体に澱みつけるがゆえに，人難醜な感椿と認

　識を発生させ，発達させ，さら毒こ，それらをと

　おして，もう一一人の自己と対す議していくのだ。

　しかし，子どもをめぐる今縫の危機朗麟溌は，

　彼らに大鹿的重荷を背負わせないことによって，

　その察我を人瞬的紅形づくっていかない。それ

　は，身体と感糖のなかに自我を充分に鰯みつけ

　ていかないし，それ，らを充分に認識に結びつけ

　ていかない。今奨み献溌は身体と感精の動きが，

　言葉として一般化されることを懇橡以上に灘難

　にしている．一…だから入隅麟な重荷は，身緯

　と感奮事こ亥騒みつけられなも耀ま1毒・警毒・，言葉垂こも

　麺みつけられていかない。そして，言葉に澱み

　つけていない自我がどんな嚢我か懇嫁に難くな

　いだろう。子どもはこうした献態のまま，人糞

　関係の燐簸と交流の喪失という罪人鶴的な重荷

　を背負わされていくのだ。響

　これらの板元の分極，つま警恵郷の子どもの作

贔を読み込むその罫馨れ鞠は鋭く，また，深灘

である。繊たような表現が繰り返され，議尾尋ま簸

定講で邊力がある。そのあとに，ギよ鯵ちゃんたち

2（x海牛6無

力馨こくたらし㌧彗　という中学豊年の馨…贔め宝一離綴介

されているが，それは，三，轡○人の2隼生の上綴

生から　夢死ね，たあ鐸，あほ壌　とののしられるが，

おしゃれをしたからなのか，奏多きな子がいるから

な分か，その瑳蜜が婬書にはわからない。ただ

£よ吟ちゃん墨たちが，3年鑑からにらまれている

からなのか，ということに思いをめぐらしている。

しかし還嶽がわからず漉議し，恐擁で学校毒こ来る

のもイヤだと，結んでいる俸贔である。

　坂元は，この舞贔に修して，罫この綴方のもつ現

代盤は，聾者がこうした不安な甦響に言葉の表現

を与えようとして必死に努力している点だと思わ

れる。作者は，恐糠を鱗象化しようと芳絶してい

る。この綴方には不覊なことがらが多いにもかか

わらず，そこから澱みとることができるの慧そう

した筆者の苦麗の深躍さである。一一稚者は，二

年生が自分を警むのは，彼女たちが三年生から績

まれているからにすぎないのではないかと考えは

じめている．そして，自分を績む上級生がいても

それを本気でそう患ってはいないと考えている。

作者は，まだ，そのことを，事実でもって確かめ

てはいない。しかし，そこには，心の矛薦を，轡

分に覗きう謬ようとする傾織が醗らかにみてとれ

る。まと，評癒している．5｝

　この中学生の綴吟方は，わか鱗こくい轟容であ

り，また，撫者密身も鶏題の本質も打麗の方霧も

わかっていない犠懸で書かれているが，書かれた

ことの意味を震うことで，F生活実感至を麹象髭す

るこ二とを還遍しな1ナれば，夢アルな認識毒こ嚢達し

ない，という。つま鯵，この綴静力における言語

表理とは上縁生から差懸を受けることで生じた不

安，恐締などを一般化し，その真実を明るみに鐵

すためのものである。そこにある舞人罐欝な入購

麗係を変革するためには，この表現のプ鷺セスが

不胃欠だと坂元は力議する。S｝

　また購の霧では，能力主義縫会のなかで，「底透

綾3といわれる高校の生経たちが，§立のために，

どれだけきびしく幾と溝立し，葛藤のなかで著し

んでいるのかを，岩村高絞の文集rへ濃を撰に，

蚤擁している。
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　坂元は，ここで「教育実践の二重の課題とい

う霜葉を，かつて罫生活の二重盤」として詣擁し

たこととは違う意瞭で難いているのはいうまでも

ない。r生活の二糞牲≦は，生活綴方がゼあ撃のま

ままを遠求するうえで，あ警のままの事実が，

様々な驚麗麗連のなかで，轡定と否定，タエマエ

とホンネ，愛椿と繕懸，連帯と義立，などの権在

する，楊矛燻する羅癖をもってお鯵，奢定離だか

らこそ購定ま緯なものへ転記する動霞として麗

な蓬ナればならないということでもある。要する毒こ，

今雛の覇象化まされた生活慧，その錬磐雑な歌

溌に勢を委ねざるをえないが（金銭欝孫でつなが

る人㌶の諸麗縣は否定できない／，その醗実がわか

らないけれど，委ねることによっては嚢菖が確立

できない1金銭関係婁こ還元できない人1霧麹な感精

や錘人との露孫1，という矛罎雑なものという認識

である。

　坂元の罫まとめ蓬は，三点に整運されて提起され

ている。すなオ）ち．璽r人濁鶴な課題を文化の獲得

をとおして，畢どもの身体と懲精の澱みつけていく

ことま2「それらに誘葉一名鐸と命題を撃えるよう

にすること」，3罫さらにそれらをとおして，かぶさ

ってくる非人畷的な霞荷に子どもが醗えるようにし，

購鋳にそのなかで，その本質を購らかにしていくよ

うにすること」である。とてつもなくむつかしい課

題であるが，r生活綴方教湾慧，なによ箏も．子ども

が人霧魏な課題を，どんなにえらくてもや滲遂げて

いく場露をつく惨請し，それを鞍ら1こ綴らせること

連舞ざさな罐ナればならない。一一こうした努力は一

網などの作贔の鍵毒紅もあらわれているま，と坂元は

いくつもの維贔鱗を紹介している。7糠た，実鰹に参

観した授業の内容にそくして課題を提起してくので

ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　毎

　ここでのまとめとしては，蕎遜報告や蝦元講演

は，綴馨方が書けなくなっている根元の潤題を洗

い饑し，書けない基盤にある　r生』活の擁象｛霧あ

るいはr梅象化蓬のなかから，子どもの発達の必

要にそくして人糞麟なものを取箸戻すためには，

二子どもの生活毒こゼ重荷ま　という表現で，蕪覚麟蓄こ

冤られて，取管績むべきものをつく讐だしてやる

こと。それを表理する葛藤にこそ纏縫があ参，本

来の学びがそこに生ずる，というようなことを提

起したわけである。それ．；が作暴講究という翼棒麟

な場薇で語られる縷警では，難解ではないと思わ

れるが，しかし，実際の教麟…人ひと馨がそうい

う捲導ができ，子どもの俸昂が書かれるだろうか。

書かれた表現から，そういう露題を讀み込むこと

ができるのか，ということになると，なかなか大

変な課題撰起ではなかったろうか。

　篶時においても（今読み退してみても／、こみ

至98亜彗彗欝1こおこなわれた三提案は，選垂解するこ

と嚢体、そうとう轡の斬れる問題提起だったと叢’

える。もうすこし，わかる彫で鐵せなかったのか。

そういう重さを感じてしまう。

　さらに，時翼を進めることにしたい。

　※　文中にも紹介した郵現代の子どもと生活綴

　方塞は，ほかにも高校鞍懸の桑欝靖之罫泥まみ

　れの戦士たち蛋の実践を取蓼上げた講演，廟象

　髭した大鷺灘係まのなかでのF気遣いの褒理達

　を取蓼上げた講演なども含まれている。この本

　は，主に80年代擁頭から藩畢鱗における生活綴

　方実践の課題を追求してお鞍、それとして

　テーマをたてて吟味する必要盤を感ずるが，こ

　こでは深入参しないことにする。ただ，鍛元の

　70年代1こ欝かれた繭著にくらべると，弓襯され

　る鐸贔解繋も，縫会的分極もむつかしい薩容が

　培えている。

3　8（｝年代前拳顛一きびしい攻勢の状況と

文集露生活綴秀恵那の子遜

　80年代の義挙簸は，子どもがっかめない状溌と，

子どもにあらわれる様々な事態について，必死に

ギがんばる淫教麟の姿と懸蒔に，鶯纒棒講の強髭が

職場のr多綻俺達と教蕎活勇の膨式化まを進め，

さらに一部の蔑の意麟朗な学校概観が輪をかける

という，いっそう実践土の獺難が進行した瞬難と

請える。今欝1億，80年代繭半雛の犠溌を，実践の
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みならず，学校を取鯵巻く献溌にどう教麟たちが

直繧していたかも取舞上げる。

＜8｛）年代の実践課題をどう展望したか一

8（｝年代禰頭の学校と地蟻の駿溌＞

　繭稿では，石獣穀告総玉年嫉彗の渓教藩集会

総号飛騰を取雪上げながら，学校と地域の状溌

をあつかったところを省駕したので，あらためて

その点を確認しておく。員こ輪鶴1こ述べた漢践

上の欝難さまは，あのような一般纏な表現だけ伝

わらない。というのは，罫悪擦の教翻がさまざま

な政治鶴・行数露な旺遡を受けているという

犠瀧轍，難蒙の教育麟献溌から類推できるもので

はなく，特雅な方法と雰鬱気を伴っているからで

ある。したがって，罫悪郷の教蕎圭の評懇について

議譲では，この特殊な1環馳をあまむ考慮しな

いでおこなわれる繧梅が強いが，それは評饒の検

藏を不藍罐にすることになるし，また恵郷み実践

や運嚢それ甕捧を一般化するうえの獲難さを愚妹

することにもなる。

　この石霞鞍魯は，罫旋勧化推進漿麩阜藥に理れて

いる攻撃の厳し趣という項で次のように達べて

いる廿

　すなわち，F簸舞藥i致としての教再建常総政策の

進行というものには難にあまるものがあると憩う

わけです。銀議会では…鉾跨年の教青藍常化決議

に瞬き続いて，鮮年度は教蕎基本法の改悪決議を

農民党だけの多数採決で舞うという中で票行致が

先頭をきってその推進煮になってきている。圭罫轟

鍵の藥欝τA連禽会の醗究会の露一しでL訟難事は

愛獲療法議（教基法叢悪決議／にからんで職争

のない経紀はないんだ涯といういい方で愛罹患決

議は幾然戦争を予想しているし，愛媛心教育は，

戦争のための教欝なんだという事をはっき鯵公毒

されているま献混がある。さらに198（｝年度の編木

瞬捧において，県選手縫長である、1二松知事が天繋

が露会式で退籍する隆にr天皇鍵下萬歳歪を三曝

したというエピソードにふれ，　縷麦阜桑は反勧農二を

推進するモデノレ桑圭であ鯵，「私共の上におおいか

ぶさっている様々な露難というものが今薩，全獲

2（｝巷5年6舞

の鰹と跳べて，姥鮫1こならない厳しさをもってい

るのも又当然なんだとも考えられる∫と達べてい

る。

※　薦露は，蕗轄の蟻麟神祇公式参拝を下から決

議させていくという欝幾覚の方錯にしたがって鼓

寧漂の毒辮鞍で54嚢治体議会が行ったが，締年

末段繕の集計数の全撰で550余のうちの十分の一

を占める，とも述べ、荒海箪兵学校のある　多江鐙

島ま毒でといわれる高校の修学籔行董4校も，次

の愛矯の3校1こくらべ突鐵しているとも鮨摘して

いる。呂｝ig8食年鎗月7霞の鮭阜桑議会の教毒基

本法改蓬決義義尋ま，形の上では夢霞本の｛云統を守る

会まの1蒙篇を察疑党議毅が紹介して提撫されたも

のだが，知事が先頭に立つという意練でもたしか

に突議した動きであ磐，内容麟にも「ξ1本の雑史

　と伝統を尊び，麟を愛する心を養う塵語句を条文

に盛磐込むことを要望するものであった。

　そして，瞬蔓透羅立つこと三として，ζ子どもの

登絞振否を観が強要するゴということを取箸．ヒげ

ている。

　r子どもと先生との雛翼こノ罫さなトラブルがあれば，

それを蓬由1こ学校へやらせないとか，学綴内で子

どもの撫互鏡鵯が蕎われれば，それは特定6）子ど

　もに対する集獲麟な》ンチなんだ。だから子ども

を学校へやらせないなどの翼題1こしていくわけで

す。一一様々ないいがか馨をつけながら登校掘盃

　という饗を蔑の立場から鞍嬉として樗篤し，実課

に登鞍擦沓の事態をつく参だし．それを雛会麟・

政治麟にひろげることで，教育欝，椎会雑な灘藏

をおこし拡大していくといった状溌が冤られま

す。そして被会的な混鼠として事懸を悪化させる

　ことで学校教育の幾杢的な管礫や蕎数に帰する撰1

縄を娃会麟に強めさせ．糞錘をとらせるところま

で追いきむことによって，管理や行政を邦凝望麟

で，反動姥躍進の遵翼に変質させ一と下縫孫の強化

によって，権力欝にでも疑1宅教奮を破壊するため

の様々な手だてがとられているわ謬です。拶

　嫉麟から，F悪擦の教育ま1こ耕する概肇垂の中心は

f学力が懸いまということであった。業者による模
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擬テストや蕎校入試の点数が罫儀いまといういい

方であるが，と吟わけ轟絞入試の学校灘の点数を

あげて地域の学力無下を窺甥するや撃方について，

次のように述べている。

　篇校入試の点数は外諜に持ち諾して公表した

　酵，政治欝に穫離したむすることのできない雛

　震のものであるにもかかわらず，どこの高校が

　鱈点で簸皐藥の中で簿番羅だといういい方をし

　て・…竃伍するのです。けれどその資料は私た

　ちには見るすべも轄もないのです。実像に低い

　という一方釣な宣伝があるだけで，その実態を

　その地域ダ〉教葎嚢や父母は誰も知る事毒茸できない

　のです。麟濡しうるものだけが勝手に稀場し得

　る資料で竣撃を農露するという事の中には，藥

　行政が禿頭に立って攻勢を強めるという反動麟

　モデル藥の犠混があらわれています。或いは生

　活綴方を舞えぱ編海教毒だということの申には，

　生活綴音といえば盗みを認めるものなんだ。盗

　んだことを綴方に書蓬ナぱそれがいい緩む方だと

　いうように，ひどく橋絡し，董磯してそれでも

　って生活綴寿というものを一燐代表するような

　中傷を強めている事も事実です。轡1

　また，RTA人事において壕じめな緩を敵燃

し多投賛を侮とかして反動的入梅でのっとる意纒

と工作が強められ！ている．さらに「鞍懸への妊

力が一懸強ま淫り，徴舞嚢は多忙に違われ，教育実

践に確たる嚢繕を詩ちえないような献懸の濠ま，

毎鰻追われつづけているといった献溌が酵年はひ

どく続いて」お鞍．r文句をいわれないように馨立

ん事をやる。ざ手なものでも鐵して悪く云われて

は鰹るから，悪くいわれないようにやるというこ

とで，舗えば学級遜鑑も鐵さない方が良い。とい

うようないい方の中にも横様が様々あらわれてい

嶺という翼含である。1重｝

　子どもの状溌については．次のよう1こ違べている。

　ゼ子どもたちの申では，綴方がかけない懸濁が籔

立っているように悪います。それは，ものが見え

ない，自分の頭で考えられないということが一懸

深麟化して・一綴撃方が書けないという事は単に

綴る事をしないというだけでなく，綴っても綴方

になっていないという状溌の幾題としていうわけ

ですが，いわゆる鑓露の糞実が客観化されないと

いうことです。・…簿と簿と侮をしましたという

事意いえても実際にそれが轡分の爽面で重くのし

かかっている§分の人髄というものを，その潤題

を遜じて表すことができないと講じような状態と

して生活綴方が書けない開題が深灘に存焦してい

るように思うのです。鍵って難強の方でも．学隅

だとか科学だという事に僻して真1こ興蘇グ）ない生

経が贈撫していますし，絶えず黙ま笈だちの嚢霧

を見ているだけで、実蝶にどう大霜として生きて

いくのかという生き方が懲分の観点とならない子

どもの献態が§立っています。・…それらの状濁

は講時に一方で，無気力を塔燦させて，意欲纏で

ない生活に子どもたちをびきず参込んでいく献態

にもなってあらわれていると思うのです。鉾／

　なおここで，以前の号に戻る彫になるが，こう

した学校や地域の状濁説醗を補強するための材1料

をいくつかあげておこう。

一　畏董醜な教齊実践や父母との交流，子どもた

ちの交流をあげ，にれらに鱈して，不嶺ないいが

かりや干渉，圧迫がたくさんおこなわれましたが

　　・ある人々の会合の中で罫恵郷の教欝という

ものは懲蘇i朗にこわしてしまわねばならぬ肇とか

糠舞を綾って竣撃させ，混鼠させることが大事だま

といわれ，憂に「人事で醗らせてやることだまと

までいわれていたと聞きましたが，爛熟にふさわ

しいあがきであ蓼攣不尽さであるとしかいえませ

ん。ま難

二　この講じ暑に吉轡義之による実践記録があ鯵，

学綴づく彗が醗難だというなかで，遺髪1の灘喜褻こ

経義をして窪力では参趨できない女子の話が議て

くる。学級討議で，行った先で釣警ができるかど

うかで時聡をかけ，その子の話題が轟てこないと

いうエピソードのなかに，家庭訪露での穀の謡が

鐵てくる。というのは，む警やり教麟の権羅で議

題にさせ，参簾できるように廉に乗せてつれてい

くことになったが，遠足に行った先でその子がう

れしくなって痛みをこらえて動き轡つたことを子

どもから震いた親が，その子が遊び騒ってけしか
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らんと怒っている，というのである。みんなと楽

しく遠足が遺ごせてよかったと患っていた吉梅は，

こういう鰻の反癒にとまどってしまった，という。

陣　　政治魏な攻勢とは違う次元の塞舞の犠蓄髪を示す

エピソードであるが，その経義をした女子への差

選の潤題でもあ吟，鰻の意識も学級で醗癒しあっ

て弱い子を跡継るというので慧なく，欝己幸心麟

だという葬難が鐵てくるほど，弱い子どもの存在

に親子共々冷淡になっているということなのであ

る。

三　鞍懸の農殺を取馨あげたあとで，にの灘も簸

肇蒙の各地の方のお譲を闘いておったときに，夏

休みが一霧もない，いわば家縫磯疹という名での

鞍懸鈴夏林みが…醤もないといった学校がS地方

ではすでに存窪していることを知警ました。侮が

種霞かというとある欝TAの後彎力量r先生たあ導ま

轟い金をもらって，蔓詠みがあるでええなあ。蓬と

いうことをある場所で発言した。それを校長や教

頭が耳にして，鰻がそういうふうに思つとる．雛

会がそういうふうに鞍懸を見ておる蔭参は，それ

に安灘として抹んでおるわけにはいかん，と

いった矯緩的な受け取鯵方，教鰍こ僻して蔓抹み

を全藻やめにしてしまう。家庭嚢辮彦を一弩もあ警

ませんというふうな事を申し渡した。・…舞をし

ておるんだというと，今遍は理科の蟻最を整理す

る。来週垂ま麟書を整攣する，というような1形でい

くらでも仕事は上から探しだしてきてやる。子ど

もは全くいないような学鞍へ，教麟は毎褻深行かざ

るを得ない。という様です。俸

聾　獲簿以燐みんなが異嚢瞬憲に罫忙しい，ほん

とに質ヒしい圭　という　rゆと吟と調穣の名毒こよる重

労鐡体麟まと特徴づ静て，ヂある羅では，軒やるこ

とというのは全部指導要領というものに書いてあ

る．だから，それを読んで，よう麟究して，授業

麟究の教案を書けばいいのだ。ほかのことには，

いっさい§を病けることはいらん3という意味の

ことが言われました。軒心と纏なんてことは，あれ

はお覇者さんの領域の仕事だ。そんなことを学校

でやるなんてことは，もってみ趣のことだ。あれ

はお選者に任せておけばええことだ。学校では，

2叙｝5年6舞

教醸ま，心の鷺題は道徳の縛縄にやればいい。体

の購題は棒鳶み時懸1こやりゃええんだまというこ

とを教育長さんが演説されたということもあるわ

けです。指導要領の欝標がすべてだと，そこを徹

底していくことが，すべての場鱗で強調されてき

たわ1ナです。…・董常化の糞のねらいが，旛導要

領の徹底牝だというわ鯵ですが，それ隷，子ども

たちが学校にいるうちは，登校してから下校する

までの千？時縣を管灘捧鱗の下に置いて，子ども

たちを欝標に1薄けて緩織していくということにな

るわけです。一纏の生活が葬常に総かく農標札さ

れて，それを徹底離に守らせるという葬教育的な

姿が冒だったのも，響月以降の姿です。押

　これらをさらに読窮することは不要であろう。

鞍懸たちの嚢擦は，いわゆる戦後の生活綴方復興

簸の鞍懸たちの大量退職によって，学校運営での

童導権を失っていくことと照癒していた。学校ぐ

るみという取蓼緩みが霞難になむ，教育委員会や

公立教育醗究辮が最終麟な変質を遂げていったの

も，この無難である。観たちは，そういう力闘孫

の変態こ影響を受けないわけはない。

＜文集謬生活綴方葱郡の子選の鷺行＞

　玉98豊年3鴛に軒悪郷の教育諜にとっては爵難鶴

な文集匿生活綴方恵郷の子至全5巻とその幾巻3巻4

羅の刊行が草案患叛からあったeおよそ十年濁の

修羅の簗大成といえるものである。これには，数

十人の編集委員会が鰻織され，テーマ矯に鐸鹸を

選び毒し，それぞれの巻の解読をつ謬る作業がお

こなわれた。それは，子どもの作鹸から学び讃す

ことを愚昧した。二騰行後は，各学校・地域で購入，

藩及の活麟が麗麗された。

　蓼人聞・生活・教育叢誌を中心1こおいて本蕪を

進めているので，その号数を追った形で書くと，

二痙1あ警，　董7号（8豊年8月遜〉善書，　罫生』活綴方恵葉鄭の

子垂縄付を取参上げた最擁になる。このζ特集舞

では，蜜転パンフレットと5巻の解議がそのまま蓼

プ婆ントされている。特集1茎の露骨（8翌年賛月磯／

では，雛集委員会のメンバーの座談会が掲載され
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ている。鍛後の記事には，この文集をテーマにし

たものはない。もちろん，生活綴方実践では，授

業のいろいろな場面で必要に旛じて作罎が濡濡さ

れていた．

　7（》年代をあつかった葎｝穰で，この肇響擦こ麗わる

記述がないので，纒集委曇会が各巻でおこなって

いる罫解説まをみることは有意義だが，本題の80

年代の到達点を見る趣鷺とは離れてしまう。した

がって，ここでは最小霞の書及，分蟹にとどめる

ことにする。

　至7号の巻頭書に崇たる鍛構の記事はボ民主教奮

を進める自由を撚げよう　r恵郷の子達の普及と活

罵を1鮭である。

　一学窮が終わった暗点でぎ忙しかったがなにも

成果らしいものが残っていない∫「毎§陀ってばか

鯵で，つくづくくたびれてしまった圭という載麟

の声を紹介し，今の子どもの共通した繧海を，次

のような現象としてあげている。暖業への集中力

がないま罫まともなことをいう子どもが浮きtがる

雰囲気がある窪線分たちの潤題をみんなで議し愈

って決めることが不欝手玉罫興妹の中心が学校磐に

あるように見えるまとあむ，「・…種の“くずれ抑と

もいえる繧海茎と籍鑞づけている。

　ついで，教麟の多忙化の漂警として，行事の精

選とか授業時縫数の確深などという需い万で完全

実施に入ったギ計癒鯵簿襲だと，振擁している。

こういう献溌なかで，葺恵瀦の子圭は，子どもに

とっては，生活を見つめることを通して生き方を

考えていくことを教えてくれる教科書として，父

無や教獅にとっては，子どもの見方を考えで子ど

もをつかむことを学ぶ教科書（子育ての本／とし

て大きな後麟を果たしてくれるものだという確鋸

をもって，よ静多くの子どもと父羅のなかに拡げ，

糞ら活濡することが葬常に重要な意味をもってい

ると考えられます涯と，辱びかけている。準

　文集ぎ恵郷の子叢は，作贔のテーマ驚に綴集さ

れてお馨，小学生から高校生豪での騙で鞭録され

ている。高校での生活綴方実践は，r悪擦の教翻

が小中学校中心だった70年代講串までは，ほとん

どまったく縫わむがないといえるほどだったが，

小中学校教貴で緩織する鞍鼻禁教緩と，桑立掌紋

教員で纏織する敲華桑海教緩が欝妻織連携を強める

なかで，恵澤地竣では，76年に嚢材蕩校の鞍員サ

ークルfあすなろ茎の会眞が疑義醗に参饑し始め，

その教麟たちのなかで急速に生活綴斉実践がおこ

なわれるようになったという経遜がある。桑醗靖

之罫泥まみれの戦士たち圭み実践は，轍壽藍年月

穣こ記載され，緯繕年度教科藩賞を受賞し，恵蔀

の生活綴方に高校もあることを金轡に難らしめる

こととなった。蔑校生が綴る文章は，さすがに小

中学校での生活綴音の蓄積が生かされているとい

う要素も当然あるが，「偏差働で輪溺警にされて

学習意欲や生活意欲に鷺題をかかえた鞍透綾墨

といわれる高校での実践では，ある意味で鮭窮

澄しまの要素が強く，高校ならではのヂ生き方塵

を闘う重みのある作贔が蒋籔麟である。この高校

での生活綴方実践は，本来でいえば本稿でも繋象

とすえるべ趨藩嬉のある実践だが，割愛せざるを

得ない．（ぎ人難・生i活・教育選　蔓8号毒こある藤㌶資

彦聴年の農立まという講演で，桑響実践への評

懸を含めて，議時の犠溌が鰯うことができる．蜜

た坂元の譲稿での高絞実践への言及も増えてい

く。1

　徳郷の子垂簾蓋巻はゼるみ子とぼく」＜なか

ま・地域・遊び＞篇，第2拳は喰転車はおあず

1おく家・くらし＞篇，第3巻はぎいい騒曜目」〈

仕事＞篇，第嬉巻億「さんすうの慶びかしま〈学

極i・魅強＞篇，第s巻は罫あとつぎ」＜自分・縫

会・いのち＞篇，という編集になっている。この

織集の縫方と重点の置き方が，まさにr生活にね

ざし生活を変革するま恵鶏の〈生活＞綴方である

ことを示している。雛巻には，丹屑徳子の罫醗黎

に講かって墨の塗活綴方実践が2辮の分羅で，また

聯みかけのセーターまという競の文集に亜巻があ

てられ，さいごの第3拳は〈還論・運動＞篇として，

戦後の生活綴方復興塚降の重要な資料，墓講報告

などが叡録されている．この巻には，鮫元忠芳の

罫解説三，罫未来を認る生活綴方まが選1論麟な麗麗を

総懸している。
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　r人雛・生活・教育肇に咳プ餐ントされた解説

は，巻末に罫この本を読んでくださる父緑の方々

へ匪と題されて．それぞれみテーマに纏わる瞬題

状溌と．若干跨鐸贔を取雛しげて評懸iの観点を説

窮する彫になっている。どれも7（｝年代から8§年代

擁頸の縫題献混が霧を読癖に想定してわか警やす

く書かれてお管，その意綴は覇確である。とくに

第董巻では，　影どもがあ吟のま豪の事実を綴ること

の愚昧を説塾し，それが交流されることを通して

人縫理解をふかめるという大きな意義があること

を強調している。縫甦麟な生活をつく馨だすこと，

そこから生ずる生活実感を客観化するために綴る

遜程が．深い教薄納な愚昧を持つことが説かれて

いる。2巻雛鋒でも各テーマにそって生活綴方教蕎

の意義が，教欝活動全鍛に麗わっていること，と

箸わけ「入難として毒てるまことに焦点乾されて

いるのである。

　ここではこの鞭霧謬の解説文を，それぞれの

テーマでまんべんなく説覇することはやめて，鷺

時，霧がどう子どもと灘わっていたかという靉靆

意識に絞って解説文を読みとってみたい。という

のは．嫁蓬や地域の教奮力の嚢遜iといういい方

がこの雛よくされるようにな鯵，環1ここの解説文

にもr七〇年伐に拡がった家庭の崩壊や教禽力の

喪失状態は，恵郷の地域においてもたくさんみか

けることができ轡1というように，睡様の表理があ

る。ここで欝1麗なの1ま残時か倉）決まり文句のよう

に整われたr教禽力量という，愚昧講容があいま

いな震葉である。そして，この表醗はかつては遜

程には教育力があったが今はなくなっている，と

いう難解になるがそれは鑑しいか，ということで

ある．

　※1999年繕蔽だが，教糞疑会学者の広縷懸幸

　が事鶴本人のしっけは衰退したかま　を著した。

　広瞬はヂしつけ達といっているが，8§年代後辛

　獄縫さらに進んだとされる　「家羅の教官力感の

　低下は本数かと縫い，の詮会離離轡ことの考察

　が必要なこと、藩の家薩や地域の状漫は，イメ

　ージするほどでなく霧（大入／は子どもに無類

　薦だったこと．r教糞力葺という葭葉は子どもに

2蟹｝5年6舞

　鱗する歓会の影響力の質鎗な変鷺が無穫される

・ので死語にすべきだ，というようなことを主張

　している。

　　たしかに，幾がチどもの関わる関わ蓼方は透

　年その質はともかくむしろ濃密になっているの

　で，篶挙に衰退とか喪隻というような誘い方1ま

　避けるべきであろう．ただ，広墾慧新しつけま

　をと吟あげているが，野薄てに濃密に聡わる返

　年の状溌をさして，講の農韓藻の家麩には勇幾

　のしつ1すこそ厳しかったが．それ以磐では敏任

　離だったという継譲葬こは，鷺単には講意できな

　い。なぜなら，法難が畿鵯するよう毒こ　多数欝プ薦

　という愚昧では，たぶんそうだろうが，予濤て

　の欝欝や子ども集羅の糞巳鎌多絞力歪に離して

　ほとんど叢及されていないし，鋳の封建纏な身

　分羅綾や藻幾繕造が鷺題だとしても（それ携簿

　党織すべき課題であることは雑然だが／，講常麟

　な生活／子どもが纏わる家事労鱗／が身鯵麟能

　力や，生活難識を獲得するうえでのなんらかの

　罫教蕎ま麟な愚妹までも，無視してよいか，とい

　うことである。麺還製ま．たまたま欝50年代の小

　鱗太藻と大瞬発がおこなった中津鱗調査の，被

　会灘屡幾の家薩の状瀧分極を紹介しているが，

　この榎惑溺葦の子∫文集が）ような奨，捧糞弩な生漂量捲き

　写を資料として取参入れれば、もっと深みのあ

　る分娠ができたのではないだろう毒・。

　広霧は，F家庭の教蕎力が懸下しているのではな

く，　｝僕の教官に関する最終鶴な奏任を家族とい

う単猿が一身に弓1きうけざるをえなくなっている

のである。地域，すなわち伝統麟な纏蕎や極纏観

を伝えた共購捧は，鞍繭から次第に野僕の被会建

に曝する影響力を弱めていき，轟度疲長難に簸終

麟に灘瀕した。一一ヒ○年代雛降，r教費する家嫉達

が法がる申で．「学校が（わが一計に1余毒季なことをや

参すぎる∫という擾！韓にさらされることになった。

地域業縁捧は潰え．学校は新教糞する家族達に従騰

させられるようになったのである、緩たちは蝋麟

に比べてはるかに子瑛にさまざまなことを教えよ

うと努力するようになっている。達難と結論づ浮て

いる。これ慧、離衛麟な生活様式が優勢な地域で
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の状溌としてはおおむね妥髄な解殺だろうが，少

なくとも、悉瓢地域の7昏80年代を、こうした叙述で

説賭するにはそぐわない。逆に，悪擦地域におけ

る家縫と子どもの犠混は．隻活綴方を通してよ警

暴捧誓鑓こ鰹握でき，そのことから，子どもに鰐す

る観の意志が，霧の生活状溌や入縄観によって複

雑なあらわれ方をしているように考えられるめで

ある。

①ギ解説茎からみる家縫と地域

　まずは，文集の解説文から代表麟な，暑どもと

家庭，地域の状溌を示してみよう。第2巻では，次

のような誘醗がされている。

　　「tO年代後帯から急塔してきた鰻の声として

f子どもがちっとも誘うことをきかない」ポ子ども

がさつぱ弩わからない」ということがあむますが，

それは構時に，F子どもをどうしたらよいかわから

ない∫という家での教育方鍔不在のようすと

なってあらわれてきたのです。／家遜は，華ども

を養うことだけでなく，子どもを人給として欝て

る機能をもつものですが．ヒ○年段の家縫1ま子ど

もを人縫として奮てるうえでの教育力を大きく籔

ドさせたのもたしかです。それ慧先の教欝方舞不

登というところ蓬こ蟻譲鱗こあらわれていますが，観

の髭どもへの観点が，縫方茎三義による学校教鷺の

醗点と講じ点数しか持たないという傾霧がつよま

鯵，野どもの天分を観るということが忘れられて

いたことにもよ管ます、い孝）ぱ，子どもにたいし

て家癒がたえず人醗としての生き方を，基本総翌

綴や懸纏，移動様式として身につけさせた磐，覆

の堂きざまを還して捧得させたりすることへの蓑1

欝を失っていたといえます。達鍮

「生活綴方の教蕎慧，生活の事実をあ鯵のままに綴

ることによって，生活を認識し，意識することを

だいじにしますが，ヒ○年代の学校では霧や家

族・家羅の生活をみつめさせ．そこにある嚢ぴや

悲しみ，芳しみや怒撃を遷して鶏題をとらえさせ

ながら，それを生活の事実としてあ撃のままに綴

らせることをだいじにしました。それは、子ども

の講藏に生活実感としてとらえられている家縫の

賦溌と瞬題を，子ども講ら垂こ，興｛奉蓑脅華こ客観化させ

ることによって，藤野》の生き方を含めた事実を麗

しくみつめさせるところに，家数の人麗麗孫や家

庭の生活を考えさせ，藝、毒覚欝に生活を麟警鐵させ

る、t台をおいたからです。けれどゼよい俘蕪／綴

方）轟まよい生活からしか生まれなも彗と島》われま

すように，子どもが家縫揚生活に傍観錦であった

管，欲望充建だ1薦こ家庭の癒績を麹いているなか

では，心を動かされることが少なく、綴ることが

饒もないという犠態があ蓉ます。また綴っても露

分からはたらきか診た生活がないため，表癖をな

ぞっただけで，深くみつめていない場合もあ警ま

す。さらには，悪い翼題に、ぶ1つか鞍それに登ちむ

かおうとしながらも，家羅鶴のことは恥諜だとす

る考えが事実をあ鯵のままにみつめさせることを

さまたげ，群・むの薬づ｝毒董客観｛ヒできないというこ

ともあ箏ます。これらは，子どもが家庭のなかに

生きる課題をはっき鞍させず，まっとうに至餐濡し

ていないことのあらわれでもあ箏ますが，七〇無

代には，家縫を題韓毒こした生活綴音の灘難さのな

か1こ，琢書案としての家庭夢乏溌の複雑さや深亥彗さが

反鞍していたのです。しかし，子どもたちに，そ

の生活の基盤である家庭や，愛の原点としての義

子麗係の獲難から鋒をそらさせず，その理実を痙

穫させることで，家庭の生活や霧の入溝のなかに

家庭と嫉会の予震や発展の芽をとらえさせ．i観を

の謬こえる人懸の生き方をみつけさせ，奉1轟の霧

の難待に応える家族の一”爆としての生活を生み毒

させなければならないと考えたのです。淫蹄

　文纂には罫ぼくにもつと誌してほしい∫という

層明徳華字綴（講篇1に幽かって」の醜の霧任／の

作醸が駿録され，解説でそれにくわしく説購がさ

れているが，「難文」としての文章表瑛にではなく，

父霧が職場でけんかしてやめさられはしないかと

心醒している子どもの心情と，そのチどもがあ鯵

のままに生活を見つめるなかで家族の一・爆として

講が欝分にできるのかを考え憾んでいる姿にこそ，

籔纏があるとして紹介している。

　紅家からの進運や，家庭醗暴力，家厳の嬲殺な

ど，七〇年代の家縫のゆがみや崩壊が，八○年代
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に入っていっそう進展するきざしがみられます。高

度経済成長で薫らされ，破壊された家庭には，家族

があっても愛や蔑律が失われ，集毯としての縫会離

日欝や生きがいが存在しない場合が多いのです。・

・家族の人懸綿なふれあいを濃くし，その心をわか

警あい，跡轄あい，愛しあいながら，家族露係をゆ

がめ，家庭を破壊する轟きにたいし，子どもたちが

家族の一眞として人糞麟自立して立ちむかうよう，

子どもたちといっしょに生きたいものです．圭泌

　この鞍講の牲橿からも讒者である緩への呼び

かけの文棒になっているが，悪擦の教麟たちがr生

活ま綴方として欝を求めて鞭蓼緩んでいたかを螺的

に示すものである。生活に根ざすことは盗き方の墓

奉であるととも毒こ，学習の基礎をも彫残するわ鯵で，

罫学校で学ぶ墜という源則からはみ議た考え方では

ない。むしろ，学校でこそ，あるいは教瀬として子

どもに責任を持つからこそ，こうした教育観，教育

理念紅羅欝をもっていたと言うことができる。しか

し，理実の家庭や地域の犠瀧は，子毒てにとっては

さらに深灘さを深めていくのであ蓼，それを克羅す

る取撃績みは，学校の守護範霧をはるかに超えるも

のであると震わざるを得ない自ある識者慧，地域づ

くりという縫合教書の実践がともなわなければなら

ないという趣旨の概評を寄せていたが，家縫や地域

への饑きかけという点で，悪擦の孝癖たちの活褻が

不十分であったとは，筆春は考えない。しかし，学

校を支える地域の犠溌が，かつての喚羅体までは

なく，子育てや教育に僻する鱗題簽や，政治意識に

おいて分裂していくなかで，対立する陣営に解して

有繋蕎をもてなかったという点は認めざるをえない

だろう。（＠は次弩に続く）

　　　　　　　　　　　　（20蕊年5屑23譲受珊
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